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全 身性 リ ン パ 腫 に お け る 眼 病変 の 合併 は 約

2 5 % にみられ
,
通常硝子体と網膜 に限局 し

,
中枢

神経浸潤をき たすと され
,

ぶどう膜炎をき たすこ

と が多 い . 明尾 ら の 集計 で は前房蓄膿 は 1 2 例中 2

例 に認め られた の み で
, 稀 な合併症と考えられ報

告する .

症例 は 7 1 歳男性. 平成 1 4 年 8 月より下肢 の 結

節性皮疹 で発症 . 皮膚生検に て
, p e rip h e r al T c ell

ly m p b o m a
,

u n s p e ci丘e d ( C D 3
,

8 陽性
,

C D 4
,

5 6
,

E B V
-

L M P l 陰性) と診断され, 皮疹 の 急速な増

大 と鼻出血 の た め
,

9 月 7 日当院入院 . 全身に紅

斑 - 結節性皮疹を認 めた . C T 上
,

上咽頭 に腫癌

を認め
,

生検 に て 皮膚所見と同様 の 結果 が確認さ

れて い る. リ ン パ節腫脹は認めな い が右前房蓄膿

を認め
,
細胞診 で は cl a s s Ⅲ で あ っ た

.

入 院後年齢を考え bi w e e kly T 班P - C O P 療法を

開始 し た . 当初治療 へ の 反応性が みられた が
,

そ

の後皮疹 の 増大と中枢神経浸潤 による と思われる

右顔面神経麻疹
,

意識障害を認め治療抵抗性と な

り永眠された . 前房蓄膿 は
一 過性 の 減少の み で消

失 はみ られ な か っ た ( 全経過 5 ケ 月) ,

【剖検所見】 骨髄
,
中枢神経

,
肝牌 ･ リ ン パ 節 へ

の 全身性 の腫癌浸潤を認めた . 右前房蓄膿に つ い

て も1y m p h o m a c ell が確認された .

【考察】 前房蓄膿中 に 占める悪性 リ ン パ 腫の 頻

度は極 め て 稀で
,

リ ン パ腫中 で も稀な合併症と考

えられるが
,

全身検索時 に 眼所見 に も注意 が必要

と考 えられた
.
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p b 陽性急性骨髄性白血病は極め て 稀 な急性白

血病 である . 今回我 々 は本症 の 非血縁骨髄移植症

例を経験 し た .

症例は 4 1 嵐 女性. 平成 1 3 年 1 1 月発症 . 初発

時白血球数 1 3 9
,
0 0 0 / 〃

1 を指摘 . 新潟 こ ばり病院

に 入院 し寛解導入 .
I D R ＋ C A -

一

回 で寛解導入 さ

れた . 以後 4 回の 地固め療法を経 て 非血縁同種骨

髄移植目的 に当科紹介 ,
平成 1 4 年 5 月 1 5 日入院 .

発症時 の芽球は F A B M 4 を示 し
,

染色体 は P h 染

色体陽性 で付加異常な し. 表面抗原はリ ン パ球由

来 抗 原 を 認 め な か っ た . R T - P C R で は m -

b c r/ a bl 陽性 . 転院時 m - b c r/ a bl は R T - P C R

n e s t で 陽性 . 骨髄 移植前処置 は C A ＋ C P A ＋

T B I ( 1 2 G y) で 6 月 5 日
,

m aj o r m i s m at ch ドナ
ー

の 骨髄細胞を輸注 し た. 免疫抑制は C s A ＋ sh o rt

t e r m M T X で 行 っ た
. a

-

G V H D は Ⅲ度ま で が 発

症 し m - P S L で 対応 し た が
,

以後 C M V 感染とそ

の 対応 により汎血球減少を来たした
.

しか し骨髄

末梢 血と も再発を示す所見は なく平成 1 5 年 1 月

7 日
,

こ ばり病院 に 再転院, 経過観察 される こ と

と な っ た .

【考察】 m - b c r/ a bl P h 陽性急性骨髄性白血病は

p h 陽性白血病 の 1
-

4 % 程度 の 極め て 稀 な白血

病で ある . 芽球は C D 1 9 などの リ ン パ 球関連抗原

陽性を示す こ と が多く
,

染色体 は P b 以外 の 複雑

異常を伴 い やす い
. 本例 はリ ン パ球関連抗原

,
付

加染色体異常とも認められな か っ た . 既報 に よれ

ば本疾患は予後不良と考えられ
,

第 一 寛解 で の 非

血縁同種骨髄移植を選択 し た .


